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Prohibit to transfer 
IPv4 addresses in the 
final /8 block
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Updating “Initial IPv6 
allocation” policy"
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Updating “Subsequent 
IPv6 allocation” policy
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Prop-118
No need policy in APNIC region
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Prop-119
Temporary transfers
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Prop-118
No need policy in APNIC region
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Prop-119
Temporary transfers
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Prop-119
Temporary transfers
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これと一見独立しているように見えて、実は深い関わりがあるように思えるの
が、「対話」です。ここでのマルチステークホルダリズムは、一つのテーマ
に対して専門を異にする人々が議論を行うということであり、それらの人々の
間で議論を収束させるのがそもそも難しいという先天的性質をはらんでいま
す。先進国対発展途上国のように、発展の度合いなどの尺度で分けた場合に
は、確かに対立構図が浮かび上がるわけですが、同じテーマを扱うにしても、
全く分野が違う人々が話し合う場合、「一定の結論を出す」ことよりも「他の
分野の人々の考え方の背景を理解する」ことの方がとても重要であるように見
えます。

JPNIC News & Views vol.421
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2006/vol421.html
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